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有
利
に
、
今
次
大
戰
後
に.は
不
利
に
變
_
し
て
い
る
の
は
懲
く
に
た
ら
ぬ 

丫
.

え̂
で
あ
'̂
.
ド
.ル
-
~ス
ダ
；丨
ル
：ン̂
相
揭
の
變
動
：に
ょ'0
:て
茫
易
條
件
：
 

_

.

が
影
響
さ
れ
る
と
が
ぅ
篇
觅
を
論
證
來
な
い
と
い
ぅ
の
で
紐
穿
特
に
：
 

,

3:
-業
國
.の
.廣
;̂
條
件
の
戰
後
に.お
：忖
る
-»
1
1
1
|
化
：や
原
料
國
の
そ
れ
の
改
善
は.
 

爲
替
相
.場
と
多
X

I
無
關
係
免
あ
旮
こ
と
か
ら
ス
爲
替
相
場
謝
氣
に
上
る 

と
こ
ろ
の
交
易
條
件0
.人
爲
的
改
善
、：
ぴ
い
孓
は
ぞ0.
ィ
少
；.フ
レ
.抑
制
效( 

；

,课
淦

疑

ぅ

の

で

あ

_

。

-:
こ
.れ

に

隞

し

て

最

近

'ヒ

シ

シ

：
ョ
へ
ゥ
：
：
が

11
單
な
論 

■■
評
を
試
が
て
は
い
る
が
、
亡
の
間
題
：は
、
.單
に
通
貨
の
對
外
歡
引
上̂

:

交

易
-^
件
改
善—>.

國
內
景
氣
調
釔

(

ィ
ン
フ
：レ.抑
溯)

と
1>
5
ハ
..
: ロ
ッ
ド
へ. 

“
•:
,の
糧
に
對
す
る
檢
對
の
餘
池
を
栺
_
す
る
%'
0-
.に
と
ぼ
ま
る
ま
い
：。
.
同 

様
の
こ
が
が
ノ
ー
メ
ッ
ッ
ラ
ー
の
伸
縮

^

場

め

效

课

分

析

に

，
つ

.い
て
.
も 

い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
卽.ち1
一
そ
こ.に
お
け
る
結
論
は
、
.
.：六
儿
為
條
件
の_
{動
. 

を
通
ず
る
產
出
高
水
解.へ
の
.影
響
が
伸
縮
爲
替
相
場
に
.つ
1>
て
も
生
ず
る. 

と
ル
.ぅ
可
能
性
を
も
つ
：こ
ど
で
あ
つ
た
が
、

;'
.
*戸
リ
：積
極
的
呤
は
所
謂
貨
幣
' 

.
的
調
整
の
限
界
が
こ
の
點
か
ら
も
明
示
さ
る
べ
き
で
あ
つ
太

.の
ず
'ある
。

驻
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o
r
a
j
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D
e
v
i
c
e
,

 

Q
,

 

J'
E
. F

e
b
.

 1
9
5
2
.

.

,
.
'本
稿
で
紹
介
七
ょ.ぅ
と
.す
る

. ：co:Qfere.nce.;on...BTlsiIless:cyci 

.es,

: N
.<
£
>
w

 .York,.: 1951,

へ

pp.: 

I
V

 
十422 ::

な
る
著
書
は

.

ヶ
ィ
ゾ
ズ
の 

出
現
以
後
最
敗
に
お
い
で
特
に
婊
に
な
つ
て
き
た
所
得
霖
：を
軸
と
.す
る 

'..
計
^
經
濟
學
的
見%'
:̂
ら
景
氣
變|/
を
分
析
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
、 

Niein 

の
、Economic: Fluctoations

'̂V

 

Tinbergrs 

の 

4
b
e

 .Dynamics of -B-usiness '
c
y
c
l
e
s
^

等
と
同
；
傾
向
の
論 

.

.一
文
集
：

で
あ
..る
 

National..BU;reau o
f
v
E
c
o
n
o
m
i
c
w
e
s
e
a
r
c
h 
パ
に 

ょ
つ
て
發
行
さ
れ
ノ-HT

i
n
b
e
r
g
e
n
,

-Qottfried 

Harberler. 

を
.初
め
、
：
比
較
的
新
進
の
多
く
の
學
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
本
窗
は
三 

部
か
.ち
成
り
.、第
一
部
が.
.

General pap'ers;

で
ハ
ー
バ
ラI
を
初
め
、 

A... Burns,, 
■c
a
r
l
'
o

br
'
r
i
s
t
, 

.

.

.
T
i
n

D'
e
rfl
f
q
e
y
,
:
. 

S
c
h
n
m

けete.rv. .R. A,

' 

./.Go
r
d
o
n

の
諸
論
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
、第
|
部
の
總
滇
數
は|
1
:ニ
四
_
丨

、： 

■
.
•で
あ
る
.ガ
、:'
.こ
の
：

多
べ
の
頁
數
が
割

：

が
れ
て
：い
名
の
は

^

c

crrist 

の 

A
Ha
e
s
t of 

aireconometric 

JModel 

for 

the 

. 

u
nited States, 1S

21

ムi

な
る
論
文
で
こ
の
論
文
及
び
そ
の
批
判
に 

九
六
寫
か_
>
れ
て
い
る
。.第
一

一

部

は

profits" investment and 

,
,

wTISinessoycles 

で
一
一
四
頁
が
當
て
ら
れ
で
，；い
て

、- Hultgren,. 

w
l
eB-
,
.
 

A
b
f
a
m
o
y
i
t
z
:

のU

一
人
の
論
文
が
霞
せ
ら
れ
て
い
る
が

、
' 
ク
' .

,
■
ラ
イ
ン
の
 

Studies, in Investment 

behavior 

な
る
論
文
が
そ 

'
■:
の
批
評
を
，も
加
え
て
八
3ハ
頁
を
：占
め
て1\
'̂
0
.
'寒 

Business 

.
Cycle Research and 

F
0
1
i
c
-M
-:
'
.で
A
四
貧
、C. 

A. 

"Wright, 

•

H
a
bco
叫ler,'A.: Smithies 

の
.：三
人&

論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ

の

.

■
1
1
1
つ
.の
論
次
の
中
で
は

」

フ
イ
卜
：の
も
の
が
最
も
長
<:
;
四
六
頁
で
あ
る.。
元

へ
'

.

'.
'v.
'

i

l。こ
れ
等
の
論
文
の
凡
て
を
紹
介
す
る
餘
裕
は
：な
が
が
、
先
に
指
摘

.
j 

し
た
主
耍
論
文
の
內
容
を
紙
面
の
許
す
限
り
紹
玢
七
て
行
こ
ぅ

。

'
'.
--
'
;.

.

■
.
.
先
ず
ク
ラ<
ス
ト
の
論
艾
で
あ
る
が
、
-.
;
:こ
の
.諭
文
は
次0.
十

ニ

の

章

に

：
ぐ 

ょ
.つ
で
構
诚
さ
れ
て
い
そ/第
ー
蓽
訃
置
舊
學
の
模
型
。

.

.第
ニ

章

耩

造へ 

:
:方
程
式
紐
織
の_
歡
形
1
.第
三

章
3汀
^
<
2
1
^
1

浪

1
:
2
;
1
:
0
^
6
^
.

第
四
.章
:.
:
.
.
. 

::
■
誘

導

形
 

I
 け
る
.：

p
a
r
_
t
e
r
,
_

り
'
、，章
ク
ラ
イ
グ
の
段
跟
重
に
關
す
る
マ
ー

5/
ャ
ル
の
テ
ス.ト
、
：
第
七
章
ク
一
フ
... 

.，
イ
シ
：方
程
武'*
-
0修
0£
'
、
へ
第
八
章
テ̂
^
 

c
o
m
p
n
t
a
1 

'

■

f

の
計
蠻
。
..第
十章
，計
算
の
.結
果
、.，.
.-^
十

，
一
潰
結
果
の
：
吟

味

。
.
.
.
第

十

■:
.
.

ニ
章
結
論
、

こ
の
外
に
七
つ
の
附
錄
と
、

ク
ラ
イ
ン
、
テ

イ

ゾ

べ

ル

ゲ 

ソ
等
の
批
判
が
あ
か
。

一
见
し
て
解
る
様
に
こ
の
論
文
は
ク

•
ラ

イ

ン

*
の

^
E
c
o
n
o
m
i
c

 Fluctuations

ミ
に
：お
け
る
摸
型1
Cこ
の
横
翻
に
つ

< ..
い
て
はn

一
田
學
會
雜
誌
昭
和
一

；

一
六
年
.八
.
九
月
號
參
照5-
に
關
す
る
批
判 

:.
:
'
を
中
心
办
し
た
，も
の
セ
あ̂;
. 

Z
フ
ィ
シ
の
模
型
：が
.
戰

前

の1
九

四

一

年.

ま
.で

蒼

づ
.

g

い
方
の
も
對
し̂

:

同
じ
.模
型
次
‘1:£
四
八
年
ま
戈
の'«
、' 

料
に
戚
し'て
見
て
ぞ.の
妥
當
性
を
檢
討
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
.。
朱

'
,
 

.ず

第
--
.章
に
.ぉ
.：い
彳
計
量
經
濟
學
的
模
型
の
性
袼
が
論
ぜ
ら
れ

％
:
典
型
：

的
^
實
驗
を
行
ぅ
場¥
に

は

、

，

は

他

の

.凡
てp

變

數

の

値

を、

.•
:固
定
1;
'て
ぉ
い
'て
、
：
只
一.
づ

の

變

數

だ

け

を

隱

ず

るQ
ょ
■り
複
雜
な
事-
.

態
0
下
ズ
は
、
禪
—:
の
變
數
の
性
格
を.硏
究
す
る
代
り
に̂

:

つ
い
て
.の
：硏
究
が
行
わ
れ
るa
 
.
と
こ
ろ
が
經
濟
學
者
は
例
え
ば
供
給
函
數 

と
需
要
碗
敷
の
如
く
に
マ
：

1
|つ
め
關
係
が
齊

T

先

^
 

• 

ら
な
IV
と
■考
え
る
。:こ
の
齊
：

I:

次
の
方
程
衆
を/
構
,

妻

」 

tdal 

eqTm

.̂o
n

比
觀
察
不
能
の

r
a
n
d
o
m

 

s
h
o
c
k

を
含
ん
で
い 

が

。
..
-動
態
過
程
を.考
え
石
；上
に
は
時
の
要
素
を
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

：' 

ノ 

レ
な
い
。.更
に
1<
:
,を
も
め
經
過̂:
拘
^

く̂
固
定
し
た
數
値
と
し.0
.
を

以

.

. 

、
て
外
生
變
數
と
す
る-0
:計
靠
を
簡
單.に
す
る
た..'
め
、
各
：ル
ラ
メ
ー
タ
-
は 

ヤ
次
の
：餱
で
ぢ
る
ど
し
' 
茛
視
的
數
釁
を
取
扱}
も
の
と
'す

る

-0
.

.

■■
へ
こ
れ
だ
け.の
前
提
め
卞
に
次
の.

a

と
が
云
え
る
。
G

V

Yを
夫

々

消

費'
'
/ 

:

■投
資
、
，.：所
得
と.す

れ

ば.:
.
 々

:

,'

二

.^I
P
/
Y
+
a
l
s
Y

 
十
：f
 

n-al.Y 

'
.■
■
.
丨
：
' 

.

'
 

、
y

i

g

i

y

h

o

.'
'
i
.:\
:
:'
:
.
.
:
.
:
.
:
.
:
.
:
:

(

1)

.

.
<
p

(

^
:
o
.
"

!z
:
_

(

p<?0 

.j 

>. 

'

プ
バ
p
0.
,
0は
、
平
均
侦0 Variance

、

な
る
形
の
正
常
分
布
を
示
す
.

.
五
セ
ハ
五
セ

〕
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三E

學
會
雜
雜
第
四
十
六
卷
第
一
號

il
l
數
で
あ
る
。

こ
の
式
を
解
く
た
め
に
は
、

仁
の
式
を
結
合
依
存
變
數

2/ 

-

と

先

決

緻

數

气

及

び

奴

と

，
の
爾
數
た
る
/

の
形
に
置
き
換
え
る
必
要 

が
あ
る
。
卽
ち、

‘ 

' 

.•
.t
o
1
1
2/l-l-
tr,
l̂'
'
2
-l-
1̂
2̂2
”
纪 
1-r
:

免2
+
^
+技1=
0.
:.
.,
'

五
八

(

五
.八)

.

唸i=
c
/
y

 

y
2
=
Ki

.
y

z
"

丨
p

轻

咚
§
o
‘"!2
i
c
o
, 

S
 

)

.

-

:

徂
し
3
§
:

式
忆
お
い
て
>
は
外
生
變
數
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。C
KS'
P
-

i

s
 

- 

. 

-
V 

 ̂

V 

 ̂

.

⑵
式
を
觅
に
變
形
し
て
誘
德
形
⑶
式
を
作
る

。

' 

,

y
i
"
M
f1
ik 技 k 
十Vi

⑶

に
お
.け
る
托
の
値
が
解
れ
ば
亡
-^
對
す
る
結
合
依
存
變
數
价
の
泛
各 

iction.

は
免
決
變
數'̂
の
腐
を
代
-^
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
。
::
,

:
.所
興
の
先
決_
數
.に
結
合
し
て
依
存
す
る
分
布
函
數
を
導
き 

出
す
こ
と
の
で
き
る
摸
型
の
設
#
か
問
題
と
な
る
。
わ
れ
わ
.

4

ば
こ
：の
寒 

:計
的
方
法
と_し
て
三
種
の
カ
法
を
知
つ
て
い
る
-o
第I

は

full; infor- 

' 

m
a
t
i
o
n
:

 maxinroin 

■
liMihcod.'

s.-ethod.'

i'
.一.は

—limited: 

information single-ea

鼠tion m
a
x
i
m
u
m

 

likiihocd 

m
e
t


hod. 

.第Ilf

は
最
小
自
酿
法.で
あ
る
。V
何
れ
，の
方
法
に
ょ
る
と
し
て
：も
一 

:
m

の
標
本
觀
測
値
が
興
え
ら
れ
た
場
合
、
未
知
の
。ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
關
す

るlikelihood function 

:

を
形
成
し
、Vこ
'の
。ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
變
戰 

と

し

てlikelihood 

f
u
n
c
t
i
o
n

を
最
大
に
す
る
こと
が
わ
れ
わ
れ
の 

目
的
で
あ
る
。

 

.

第
一
の
方
法
は
凡
て
の
依
存
變
數
が
先
決

P
數
の
集
命
に
依
存
す
る
も 

の
と
じ
て

r .
y

れ
暫
の
變
數
，
^

合
し
セ
解
ぐ
方
法
で
あ，；
，
、
®
;

 j

の
方
. 

法
は
犓
型
全
體
幺
—
括
じ
て
取
扱
ぅ
こ
と
は
せ
ず
谷
方
程
式
を
切
り
離
レ 

-て
解
<-
が
；、.，.し「

か
も
齊
.
.
1
次

決

锘
:(
0
性格を認めるものセ̂

この
 

た
：め
崆
は
模
型
內
の
凡
て
':の
先
決
變
數
と
結
合§

變
數
が
所
興
の‘も
の
： 

と
し
て
、50int:ilk

fl>-lihocd ftmction:

を
構
成
し
、
：：
攪
亂
の
確
率
分 

相
函
數
の
制
約
下.に
こ
の
.
1
6̂
1
0
1
0
0

0.ftmction

...

を
極
大
に
す
る
の 

で
あ
る
？
最
小
自
乘
法
ば
任
意
の
：

1

變
數
を
他
の
諸
變
數
に
.依
存
す
る
も 

の
と
し
て、
：

likelihood f
n
n
o
t
i
c
n

を
構
成
し
、
そ.の
.方
程
式
の
パ
ラ 

メ
，丨
タ
ー
に
關
し.てHkelihocd

'Hh

CJn
c
t
i
o
n

を
極
太
に
す
る
の
で
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こ
れ
等
の
方
程
武
の
中$

6(

2
.
7

)

，(
2ら)
.

(

2
.
1
5

)

：.等
の

式

は

.一 

、
次
'で
な
.い
パ
ラ
メ
丨
タ
ー
を
含
ん
で

.い
る
O
.
A
. 

•
W

•
.マ-
-
^

v

ャ
.ル
は
ク 

ラ
ィ
ン
の
組
織'を
一
九
四
六
、
七
年
の
資
料
：に
雁
し
て
檢
討

.七
次
：の
結
論 

を
得
た
。
第
一
に
こ
の
ニ
つ
の
f
時
點
に
齋E
不
規
則
變
動
知
は
め
ラ
彳
■'
. 

ぐX

の
横
型
が
病
す̂
炎
り
^
>大
孝
い
値
を
：帝
し
ち
こ
の
場
合
に
ー
つ
い
て 

o
單
た
る
霞®

興
で
：な
く
、
：こ
：の
構
造
方
程
式
を
將
來
に

.ま
で
延
！̂し
：： 

た
^sutoleranceinterval

が
問
題
と
な̂>
-
'
0こ.の
.理
論
は
為
3
,
1
0.
,

.

と

W
o
l
f
o
w
i
t
z

に

ょ

つ

て

發

展

せ
L
^)
ら

れ

だ

も

の

で

あ

^

。
，
第
一
一 

,に
マ
V
 V

々
.
.ル.は
翌

年

度

办

任

實

か
1
變

數

の
.値

がf

年

度

の
..値

と

,i
E
f
, 

不

規

則

運

動

と'の

和

に

事

し

く

な

^

揭

合

を

:,
名i

v©: 

.
'
B'
.
'
o
d
e
i

:

と

名

付
 

け

、
':「

九

四

六

、:'
.
'
'
七

苹

の

不

規

則

變

霞

が

こ

の

目

才

© 

H
p
ô

に
 

.

.

.
お

い

：
て

期

徐

さ

れ

る

誤

差

：
の

値

よ

ゥ

'%
大

き

く

な

る

か

ど

.
う

か

を

檢

討

す

六 o 

a 
へ 

a
y:-

る
。
こp

ニ
つ
，の
テ
ス
ト
に
よ
つ
て
、
ク
ラ
イ
ゾ
の
方
程
式
に
お
け
る
パ 

の
値
が
こ
の

interval

の
外
に
出
る
こ
と
が
解
っ
た
た
め
、

.
'マ
！
シ
ャ 

.

ル
は
ク
ラ
イ
シO'
方
程
式
を
否®
し
た
.の
で
あ
る
ゾ'•.:

 

.;',:
 

し
か
し
ク
ラ
イ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
n
-p
i
v
e

 m
o
d
e
l

ば
誘
墻
形
に
斜
す 

るHest ,

に
は
な
る
が
構
造
方
程
式
の
^-
^
と
は
な
a
m:
な
い
6
こ
の 

,

テ
ス
ト
は.種
.々
の
.pt:e

SJe
t
i
n
g

日
(0
^
00|
'
.
を
比
較
す
る
た
め
ニ
こ
そ 

，
用
い
ら
れ
る
ベ
き
も
の
で
あ
^
0
マ
r

v
ャ
ル
に
，上

れ

ば

(2-3 〕
(
2
.
0

 

(

2，1
6

)

：が
方
程
或
が
否
楚
左
れ
、：

(

2表)
(2.15 〉

；.

の
一
：一

つ

の

方

髮.

:
が
疑
間
と
為
る0
;v
か
し
ど
：れ

等

の

方

妻

を

果

レ

.て
否
定
す
べ
き
か
否 

:

が.
を
檢
討
，
u
よ
^
Vo .
^
す
{1
5)
帥.
で
あ
る
が
、
_
ク

ラ
■<
ン
の
横
IP-
I:
に
お
い
て
.

.は
M
は
他
の
方_
.の
屯

に

人

：っ
て
：
來

な

：
い
か
：
ら

!-
>'.
'
他

の

方

程

式

と

切

り 

:
離

し

て

：ど()
:扱
ぅ
と
上
於̂
き
る
。
(8
)
%同
樣
で
あ
る
。
消#
•
}
!
數
に
づ
' 

い
’て
考
克
る
と
：ク
ラ̂
シ
0.
.髮

に

よ
.れ
ば
、
：1
九
四
六
、
七
年
に
は
實'
 

へ
.際
値
め
.の
間
に
：

1

五
：、
；
六̂
の
誤
差
が
あ
る
？
戰
時
間
の
期
間
に

.お

.い
て 

は
:'
^
ラ
イ
ン
：は
消
費
が
現
金
幾
高
(0
.實
質
額
に
依
存
す
る
と
“
ぅ
命
題
を 

•'
•■ゾ
考
慮
し
て
い
な
い
が
ゾ
ポ
期
に
紀
い
て
收
こ
の
額
が

.

略
"
，
一

定
だ
っ
た
た 

、. ；

め
で
あ
る
。
し.か
し
.戰
策
に
.お
.い
て
は
こ
の
要
素
は
羅
龙
重
耍
で
あ
る
し 

_フ
グ
を
：っ
：げ
た
可
處
分
所
得
と
と

''
4
に
消
霞
函
數
の
派
を
修
芘
せ
し
む
る

. 

に
M'
る
耍
^
で
あ
る
。
、.か
く
レ

.̂ク
ラ
イ
ス
ト■ゆ
ク
ヲ
イ
ン
の
⑹
ま
に
'代 

る
べ
.身
六
個
の
擰

.1

的
な
消
費
函
齔
の
形.を
想
萣
し
：て
實
駿
を
行
お
5
と
- 

ず
る
。
又
？
ク
ラ
：イ
ゾ
.の
(3
)
武
と
(4
)
式
之
は
理
論
上
密
接-^
_
迪
.を
持
っ.

.

も
の
で

1

る
.

4

ら

、
.'
:
'
(3
)

式

に

ダ.
グ
ラ
ス
函
數

0

思

想

を

入

れ

で

；
ノ 

x

=
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{
-
十
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t
l

o

.+(

友
 

I
丁 
セ3

I
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N

.ナ
C

4

.

+セ
.
^

w

-

1
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- 
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+- f
c

^

.

+

3̂
-
.
.
:
.
:
:
.
.
:
:
:
.

.

.

.

..

.

V
 

.l.og.x,=^

十
^logN.+ 

ŵ./log Kl.+
セ̂

十
^
/-
OD
y、

.
等

の

形
^
!
.
と

り

入

れ̂

へ

き

だAil

す

る

め

で

あ

る

。
.そ

の

外

に

！

1C

金

要

素
 

ン
.
.を

も

考

隞

す

る

方

が

よ

い

で

あ

ろ

ぅ

。

そ

ぅ

す

れ

ば

⑷

と

⑶

.の

結

合
.は

.

1
./

そ

こ

で
.ど
.
.の

式

が
'妥

常

す

る

か"を
.テ
.
.ス>-
す

る

段

階

に.入

る

の

で

あ.：る
.
.
.
. 

V
、

第

一

の

テ

ス

ト
ft
B*
c+
CD
0
^

c
o

tf
w.l

s
t
e
n
c
y

 ;

に

關

す

る

も

の

で
 

.

:
個

々

の

觀

察

値

に
0
み

铱
#
す

る
4
の
'で
.あ

り

、
：
’第

ー

一

の

チ

夂

ト

は

，̂
本

.
一 

:
期

^

^
に

外

部

に

免

じ

た

洱

來

事

に

關

す

石

觀

察

値

に

つ

い

：ズ

©'
テ

メ

卜
 

•で

象

法

及

び

p
r
e
d
i
c
t
i
o
n

の

成

功

に

關

わ

る
--
i
.の

で

あ

る.？

第

；1の
-

一 

.テ

ス

ト

に.お

い

で

は.St
3

c
t
v
a
a
r
p
a
r
a

-Se
t

g':-
.

の

測

定

崔

が

彌

カ

性

、 

限

界

梢

費

蚀

向

等

に

つ

込

て

の

理

論

—

識

に

塞

づ

い

だ

期

補

値

を

持

々
 

'.
か

否

か

が

檢

討

ざ

れ

る

r
次

に

霞

の

，
一

方

程

式

.
に

つ

い

て

驽

ぇ

た

場

合
 

,
そ

の

式

に

關

す

る

l
i
m
i
t
e
d

 i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

.の

中

‘
で

使

用

さ

れ

た

凡

て
 

:
の

.re
s
t
r
i
c
t
i
o
n

 

.

に

：
つ.い

て

の

テ

ス

ト

が

あ

，
る

。

卽

ち

測

库

の

過

程

に

• 

:
.
へ

お

け

る

方

程

式

:.
,

:

-

.

.

:

-:
'

:

.'
^

^

^

:

-
: .

'■
-

:

.

,. 

" 

d
e
t
c
w

，c
v
^
l
w

〕—

r

f

i

H°

.

.

,:

:
の
最
大
0
特
性
根
ん
に.
つ
：い
て
の
テ
ス.
ト
'で
あ

る

。

但

し

双

は

：
、

.^
全

模
 

型
の
中
に
お
い.
て
は
激
紙
と
考
太
ら
れ
か
先
決
變
數
に
莪
礎
を
置
く
方
程
ノ

.

•
式
中
の
：

依
囊
數

H.
の
囘
歸
線.に
對
す
る
不
規
則
變
動
の

oo-var

丨 

iance.'mitrix:

.で
あ
ゥ
、*
*
は̂
免
決
_
歡
が
計
算
さ
れ̂
と
.き
の
贾 

の
直
、
；llli
v

l̂̂…
…

IK
/
A
 
は1

は
ス
：カ
ラ
 

I 最
，
1
 
は iden

汁itymatrix 

.で
あ
る
。
ァ
シ
め-
r
yン
^
ル
ー
ビ
^
と
に
よ
れ
ば

‘limited 

S
0
7

'

^
氣

變

動

の

：
諸

_
.
題

-'
“
.
'
:-
'
ブ

-:
.
■'
'

.
m
a
t
i
c
n

Q
.假

宠

の

下

で

は

、

，

1
1
0
^

1
+
1
?
>
;は

標

本

の

大

い

さ

て

か

、 

.1

す

る

に

從

っ

て

、
f
分

相

に

接

近

し

、
：
：
括

弧

內

の

値

が

'1
'
以

卞

に

.
众
 

.，
る
.こ

と

は
^
い
.。

こ
‘の

力

：
イ

自

：
乘

テ

ス

ト

は

あ

る

方

程

式

を

測

话

す

る

際
 

,
.に

含

ま

れ

で'.い
る
..ル

で
0 .
,制

約

と

ー

股

定

と

を

テ

..ス

ト

す

る

も

の
.で

あ

る

.
？

.
第
一
ー1
:に
蛋
則
變
動
の
間
に
茚11
:
3
相
關
が
な
い
：と
い
ぅ
假
定
に
關
ず
る
テ 

.ス

.ト
が
あ
る
。
こ
の
三
っ
の
-?-
-
'
.
ス
.朴
は
上
述
の
第
ー.種
の
テ
ス:>
:で
あ
る 

パ
が
、、
第
二
撢
の
テ.ス
ト
.の
中
に
は
：
マ\丨
シ
¥
ー

 
ル
が
行
っ
た
目

㈡

^

1 

、
が
：あ■る
0
. 
' 

- - 
>
.
. 

v 

.

.クラ

.イ
ス
ト
.は
こ
れ
等
の
テ
ス
ト
に
よ
つ

て

ダ

ラ
イ
ン
の■模
型
.を
檢
対 

.す
る
。
そ
の
紙
果
と
し
て
宙
典
的
な
最
小
自
乘
法
.に
よ
る
結
果
と
誘
導
形 

.法
^;
よ
る
結
果
とめ
間
に
宿
意
的
な
萤
は
なく
、
へ
せい
ぜ

い
s

ii
l
が 

起
’ら
な
い
場
隹
に
誘
導
形
に
よ
る
制
限
さ
れ
た
最
小
自
乘
法
の
方
が
劣
っ 

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
最
小
自
乘
法
が
他
.の
變 

數
に
依
存
す
る
も
の
と
m
^g
し

た
一
變

數

のg

g
s
c
-a
a

.
p
r
o
b
a
b

v* 

へlity 

d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

の
期
塔
|値
を
生
'み
出
す
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
 ̂

:

布
は
構
造
變
動
が
起
ら
な
い限
り
不
變
.で
あ
を
。
し
>
し標
本
糊
to
以
後 

.::

叉
^'P

r
e
d
i
c
t
i
o
n

 P
e
r
i
o
d

M;
而
に
！
！̂

變
化
す
れ
ば
こ
.：の
分
相
ば 

變
化
じ
、
最f

乘
法
に
よ
る
外
揷
法
の
誤
蝥
は
大
と
な
る
。
へ
又
、S

E
T
I 

贫
羿
と
ド
の
自
己
相
關
と
の
間
-
に
明
確
な
關
係
は
見
ら
れ
な*1
:
.
投
資 

南
數
忆
お
い
て
仗
先
々
擇- ;
的
1
六
個
の
方
程
式
の
中
尺
を
含
み
忖1<
:
を 

:舍
ま
な
い
拥
個
め
方
程
式
の
が
の
係
數
は
何
れ
も
苻
意
的
で
は
な
い
が
筠 

の
：値
を
と
る
。

こ
迄
で
ク
ラ
イ
ス
ト
は
統
ri
'
學
的
^
K
t
x
ど
：の
相
互
關 

^
を
：追
求
し
ー
て
い
ふ
。';
:(

他
の
諸
係
數
に
っ
い
て
も
羅
の
檢
討
が
.あ
る



ン
.

、
.へ
:'
.
:
:

:三
.
£學
#-
雜

傳

パ

第
！
！！：

十
；
六̂

:ハ
第

：

1

一
號：::
:

が

評

細

は

略

す

。〕

か

く

し

て

、

更

に

一

步

を

_

め

る

た

め

ク

ラ

イ

ス

ト

は
 

一

.

.次

‘の

衡

案

を

し

：て

こ

^ :
稿

灰

終

を

の

^

あ

：る

：。
，

㈠

規

存

の

經

濟

理

論

特

ー

::

徵

歡

理

論

ぞ
 

J'A
'

-

w

^

^

^

s

^

^

^

^ ^
W

H

X

N

d

^

/

fc
^
^
^
'
:
.
.

テ

.ス

ト

の

麓

は

不

庹

で

、

I

?>
W
1
D
 

r 

Dに

關

す

る

テ

' 
ス

ト

は

好

結

果
 

.

を

得

た

本

庹

の

-%
の

に

つ

：
：
^

は

特

ち

> 
の

努

坊

を

要

す

4
 
0

台

經

濟

理

.
.

：
 

.論

の

比

.較

的

狹

：
い

ー

分

野
.の
.研

究

を

宠

實

ざ

せ

る

こ

と

。
样

0
|
3
-
5
容

江

目
：
；
: 

の

資

料

^

i

^

-ふ

：こ

.と

,0
H

戰

時

の

.政

策

に

も

適

用

，

き

る

模

型

^

：
'.
. 

つ

て

外

组

變

數

の

利

汛

し

得

る

數

を

务

く

す

る

こ

‘と

ダ

㈤

四

华

湖

の

資

料

. 

を

^

^

す

れ

ば

徵

本

の

數

を

增

す

こ

と

Vか

で

き

.る

。

㈥

％

の

自

已

相

關

が
 

:-
:

零

な

る

こ

と

を

前

提

と

し

な

い

方

法

の

隞

立

0
:
抑

小

標

本

：に

.よ

る

滿

絛

に

:'

ノ

關

す

數

字

的

硏

能

ゆ

握

。

㈧
將

定：

の

模

型

に

屬

さ

纪

い

構

造

か

^
生

み
^

一
 

.出

さ

れ

た

資

料

を

用

い

：

て
。ハ'
-

N 
メ 

I
.タ
.丨
.
を

計

算

す

る

硏

究

を

行

ぅ

こ

. 

と

。îf-OIl. i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

 

l
i
k
l
i
h
o
o
d m

e
t
h
o
d

 

に

よ

り(

か

な

り
 

'■
\

大

き
*
方

程

武

紙_
の

パ
1ラ

メ

ー

タ|
を

計

算

す

る

こ̂

。
_

以
上
が
ク
ラ
イ
ス

>

の

論

文

の

大

戴

.で

、

：

こ

れ

に

爵

し

ク

.
ラ

イ

ゾ

の

反

.

-
批

判

を

^ :
.
め

フ

リ

ー

ド

.マ
：
ゾ

、

ム

ー

ア

\

テ

ィ

ゾ

ぺ

ル

ゲ

^

等

と

の

間

に

:'
.

.

'. 

.

.

.
論

带

が

あ

る

が

、

そ

の

熱

に

ス

い

て

觸

れ

る

餘

裕

は

な

い

。

^

、
..：ク

ラ

イ

： 

、

ス

.ト

の

批

判

が

主

と

し

て

統

計

學

的

な

分

析

で

あ

り

、

こ
：の
樣
な
テ
ス
ト
し 

.
を

認

め

得

る

と

し

て

も

、
:：
'
彼

自

身

も

諷

め

て

'い

る

橼

に

經

濟

理

論

的

分

析
 

.

が

不

可

缺

で

あ

る

が

、

こ

の

點

が

.や

や

'4
す

る

と

輕

視

さ

れ

ん

：と

す

る

危

. 

，
險

が

あ
る
こ
と
：
に

法

意

し

な

计

れ

ば

な

,̂
な

い

0
’ 
•

'

.‘

.

.
六

ニ

ハ

六

5

」

.
ク
ラ
イ
ン
の
論
文
は
時
と
共
に
急
敗
な
變
動
を
示
す
投
'資
兩
數
を
具
輯 

的
な
資
料
に.
照
し
て
決
记
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
景
氣
對
策
と
し 

で
‘
1

吖
流
ょ
り
%'
投
資
め.
流
れ
を
飾
特
す.
る
宇
段
が
-
層
重
要
で
あ 

:.
ン

る

彼

ば

こ

の

間
* ®
を

第
:■
節
の
；
.「

投
資
の
：：

r

般
的
櫧
相J:.
の
中
で
論
じ：.

.. 

)

：て
'̂
る
'
初(

め
に
：合

衆

國

證

券

取

引

委

員

會

と

商

務

省

の

設

備

醫

の

資

.

.料

が

引

用

さ

：れ

'
:次

で

办

ナ

ダ

の

資

料

が

1
瞥

さ

れ

る

0

.'
;
.

e
c

o
n

o
m

i
c

.

' 

activity ^

の
詭
辯
家
達
：は
、，
資
本
吏
出
と
維
持
費
、
：：賃
金
勘
矩
、

原
料 

ハ
費
、
そ
し
て
家
計
吏
出
ま
で
を
も
齊

I

次
に
說
明
す
る
單.「

の

方

式

ゼ

示.

:
L:
:
x
lx
:
る
が
で
'科
舉
的
处
仕
事
と
し
て
は
ぞ
办
初
期
の
段
階
に
ぉ
い
て
短
一 

〕

期
の.
決
定
と
長
期
決
定
と
め-:
分
法
を
採
用
す
べ
き
：で
あ
る"
短
期
の
問.

.，

.

題
は
、
そ
の
時
々
に
可
變
的
な
生
產
要
素
を
、
現
存

.
の
'資
本

構

造

に

釾

レ： 

て
最
も
利
益
を
あ
げ
得
る
樣
に
組
織
化
す
る
こ

〈

と.
で
あ
り
、
長
期
の
問
題 

'は
最

も

多

く

の

利

潤.̂
お
げ
得
る.
資
本
の
構
造
を
選
ぶ
こ
；
で
あ
る
。
ク.

:

ラ

V
S

は

單

純

化

.め
"
.た

め

將

來

の

利

得

を

割

引

く

要

素

.を

危

險

補

償

と

し
 

,

て

の

純

利

子

を

考

え

る

？

限

i

想

收

益

を

處

理

す

る

も

の

は

純

粹

に

合
 

理

的

な

利

潤

勘

定

で

あ

る

。

#

全

に

合

理

的

な

企

業

は

ス

ム

ー

ス

に

.作

州
 

.，

.し

.て

い

る

.資

术

.«
1
1場

..で

働

き

、
：
借

入

資

本

ょ

り

"

^
1
1
1已

資

本

を

選

ぶ

と

い
 

丨
ぅ

機

な

こ

：
と

を

し

な

い

で

實

際

め

經

驗

に

恶

づ

い

て

働

く

。

従

つ

て

單

な

_

.
る

.利

潤

勘

定

で

ほ

絶

資

函

數

め

決

定

は

で

き

な

い

。
、
更

に

實

際

の

計

算

法
 

ン
と
し
て
テ
ィ
ン
べ

...
ル

.ゲ

ン

の

方

法

が

抓

判

さ

れ

る

。

第

二

節

「

合

衆

國

に

：

.：
 

け

る

鐵

道

へ

'の

投

資

J

で

は

次

.の

樣

な

投

資

函

數

が

導

：か

れ

て

い

る

い

■
’

' .
但
し
I.
はI
九

一

〇
丨
：1
西
年
債
格.
で
示
じ
た
鐵
道
及
び
設
_

へ
の
投
資 

江
は
鐡
道
建
あ
费
餘
數
で
除
し
た
歡
價
償
却
を
差
^
か
な
.い
鐵
道
の
運
轉

所

得

瓦

は

同

じ

く

設

備

と

鐵

道

の

形

に

お

け

る

年

末

の

固

定

資

本

の

額

f
 

は

新

鐵

道

偎

券

の

吊

均

收

益

で

あ

る

。

最

小

自

乘

法

で

は

、

V

M
H
L
.
W
H

 

^
l
o
.
^
f
e
^
r
M
^
S 

 ̂

へ
、3
,
3
.

I

n

i

 

^

と
.な
石
。
只
は
重
相
關
係
數
、
：

3:
は

顏

誤

差

で{
-
^

)

''
'
-は
妩

め

自

已

：
，

相

關

を

判

宠

オ

る

綴

で

：
な

り

- '
こ

れ

が

ー

':

」

八

に

な

：
つ

た

.こ

と

は

、

:
 

W

に

關

す

る

假

定

の

冱

定

さ

れ

な

.い

-
ど

を

示

ず

も

め

：で

あ

る

：。

こ

の

式

. 

で

は

.1

が

最

も

道

邀

な

要

因

に

，な

づ

：.て

“

る

.が

新

債

券

の

收

益

率

も

重

：
,
 

要

な

：
敷

素

で.あ

り

琛

は

惙

商

値

的

發

展

を

淀

め

る

粟

因

で

あ

名

。

#

^

指

'
. 

數

7
を

紫

慮

す

る

と

Q

6

式

は

次

の

如

く

に

な

る

。

‘

I“
2647+p88rlllo,20Klll69ill

IsoiA-l+u,'!

く

 

•

'

 
令

'
：

*r
*

A

3
*
2〕

：
.
.

W
H
P
9
7
, 

s
=
3
9

Ir
H
M
h
‘
 

j

^

評

學

的

觅

地

か

ら

は

⑴

と

⑵

は

同

程

度

に

滿

足

す

べ

き

式

で

あ

る

へ

し

:'
:
 

:
か

し

;(
1
)式

で

は

ル

ズ

の

變

數

が

絕

醫

懲

馨

し

..て

：^
な

い

0

袒

、
：

(2
)

. 

.式

で

饮

事

愦

は

異

な

^

o

. ^
.'
.次

：の

式

. ^
用

い

る

.こ

と

も

で

き

^

0
:ゼ

は

：

，
 

鐵

道

建

設

費

指

數

で

.
除

し
た
..§

ts>
o
p
e
r
a
t
i
n
g
.

 

i
n
c
o
m
e

 

W

は

同

じ 

指

數

で

除

し

た

非

配

常

餘

剩

で

何

れ

も

不

變

價

格

で

示

さ

れ

る

。

1
=

1
5<W
7
+
000
?
I
1
I
3
.
2
T
S
4
K

—

1
I
0
.
9
0

H.—

1

】

-f
-
.
o
o3
w

-

l
+

?5

. 

【
(

s

w〕

.

H

 =

 P
9
5 

8
=
5
1
親

で
1
-

.

-

¥
と

瓦

以

外

の

睡

敫

の

敗

歡

说

1

が

大

き

く>

^
ゥ

信
11
-
1で

き

な

：
ぃ

。:'
'

.

'

.

V
 バ.
1

景
氣
變
動.の
諸
_
題

.
..
丄
 

.

.

.
へ
 

_ .

:

更
に
ク
ラ
イ
ゾ
は
授
資
函
橄
の
當
嵌
め
：を
も
行
っ
て
い
る
。

デ
は
一
マ
イ 

'.
ル
當
り.
の
資
本
費
用
で
あ
り
。：N
は
勞
働
時
間
で
私
る.。

:

ノ
 

.I=
803+

O
,737r-£.I60SV

IO
0

00P
II1

十 
4oo
^
r
+
s
j 

、
ク 
I

.

.

w=
p
95,
: 

w
n

M
S
S 
ス.>
.

'.'j 

'

-

'
•. 

.

.•
■

'

、.
 

•

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

一
. 

.

.

.

.

.

.

一

:の
係
數
は
誤
差
が
大
き
ぐ
、
-._
且
づ
湖
翅
値
と
逆
の
符
號
を
.
と
づ
て_ 

::

.
へ
い
る
：の
：で
信
用
し
難
い
。

..
‘資
本

額

瓦

の

代

り

續.1;

マ
イ
ル
當
り
の
資
本 

.

顧
£
を
と
る
と
-.
广

::
'_
.

フ
へ
^

<:
'■:

*

■ 

.

.

.
J
.

'

.

-.
■

■

.

1

 

'
 

.

_

'

.

. 

1=

 
13

0

7Hp
6
0
?
1
6
1
i—

0
.2
8
K
、 ~

l

十 95

婦

+
w【(

w
.a -

.
.
n
=
0
.9
4
,.:. 

.s“
5
3
,

Ib
;

^

.

?

.

:

式

饳

取

.に

經

濟

學

及

.び

統

計

學

上

办

凡

ゆ

1̂
觀

點

か

b

滿

足

し

得
 

.
る

と

い

ぅ

に

過

ぎ

免

い

.0
7

」

れ

に

代

る

べ

き

(3
)

は

(

1
.層

尤

も

ら

し

，
い

形

を

 

と
っ
て
い
る
が
誤
大
き
過

^ :
る

0
:
(5
)

式

に

.お

い

.て

は

：
也

对

の

係

數

 

が

期

待

に

1̂

^ -
聰

を

>1
:
:づ
：
て

：
い

み

：
が

、

.
こ

：
の

：係

數

を

別

に

す

れ

ば

全

く
 

.'/
:理

論

上

漸

厄

で

き

.を

式

と

し

：て

採

用

龙

る

こ

^

於

，
で

き

る

。

テ,• 

y

ベ

ル
 

-

.'
デ

'/
:

合̂

衆

國

の
.鐵

徵

べ

め

投

資

は

技

術

的

な

加

1

の

原

观

に

吏

配

さ
 

れ

る

と

い

ぅ

よ

り

も

、

利

潤

、
.
利

モ

及

び

資

本

財

•の

價

格

に

依

存

し

て

い
 

. 

.

.
,'
^

^

結

齡

レ

て

い

^

が

實

隞

加

速

度

の

原

理

被

投

^

^

含

窗

舍

迕

吕

 

に

關

す

る

十

分

な

說

明

と

ば

な

ら

が

い

。

：そ

れ

は

生

產

物

と

» :
本

の

量

と
 

へ

.
;の

亂

に

萆

一

な

關

揭

亦

存

花

を

：こ

ど

を

前

提

h

し

：て

：い

る

か

ら

.
で

あ
 

'
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•
•

•.る
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次

大

戰

菌

ば

：
資

本

の
.量

が

增

加

,b
な

ぃ

に

もt

ら

篇

遂
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は
^:
加
し
た
の
で
あ
る
。
加
速
度
原
规
が
受
當
す
る
の
は
傾
期
と
い
ぅ
ょ

. 

り
も
む
し
ろ
贷
期
投
資
に
お
い
で
で
あ
る
。
⑴
式
に
ょ
る
一
九
，四
八
年
の

戴

値

姑
S
'A
',
3®

ド
承
私
實
際
値
四
五|1£-
比
し
過
大
で
あ
る
が、.:.--: 

こ
れ
は
洱
牛
：鹿
找
の
評
價
法
が
最
近
に
お
い
て
變
っ
て
き
た
だ
め
で
あ 

石
。
倚cro

ss-sectio
n

の
分
析
に
お
い
て
は
惯
格
を
常
數
と
し
て
取 

扱
っ
て
い
る
が
、
所
得
水
準
の
變
化
と
と
も
に
價
格
は
等
比
級
數
的

に
！
： 

:化
す
を
が
ら
、
：

.
こ
の
版
定
は
拓-1,
; <
'

な
^
''
.
.刺
字
に
っ
い
：て
は
特
に
そ
ぅ

， 

で
あ
る
。
こ
の̂,
析
に
お
い
て
は
時
系
列
に

.
な
い
要
因
、
卽
ち
規
横
の
問 

題
が
入
つ
て
く
る
。
こ
の
分
析
に
ょ
つ
て
ク
ラ
ィ
ン
は
次
の
闽
數
形

：

を
當 

.
嵌
め
ー
て'い
る
？
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こ
れ
ょ
り
次
式
を
得
る,°.
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■

ン

.
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:
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て
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六
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六
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p
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■:
:
:
;.盧
第
ニ
瑣
の
、括
顧
这
鐵
道
获
脫
入

、'̂
^

」

“' す
。
瘦

は

生

霞

數'で.
(7
)
髮

齡

用

最

小

の

議

式

で

蒙

利

潤

收
入
、
费;]
J
の
件
對
數
値
の
間
に
は
齊
一
次
的
な
關
係
は
な
い
。
ご
れ
と

」 

'
-'
.
'

は
金
ん
異
な
备
方
法̂
ょ
る
囊
函
數
の
歡
嵌
め
も
可
跑
で
あ
る
。
郎
ぢ 

1=19.
1
3
+
0

0137:1008 
认
丨 0.02 Kl—

O.l

ola

 
十
？

. 

C
3
A
3

''
:1-.
;
俾
し
皮
は';:|蓮
轉
時
間
:̂s

の
設
備
のg

^
iir

び
は
1.
0
筇
未
滿
§.

■'.
:货
歡

土

顏

ゼ

他

：の一記號は：

■
述
の
：も
办
と
同
：

.-
~

'

で
あ
る
.。
こ
 

<

か
式
は
澈
述
.
の
峙
^
^
の
武

3
と
類
似
の
：
胗
钇
と
：つ

.
て
：い
る
。
へ.(
1
)と(1
0
)の 

.

.
係

數

：に
ば
相
當
の
差
が
あ

.
る

が

、
ー

〜

ぞ
の
；
他
め
¥
位
を
；麗

す

れ

ぱ

馨
 

.
.:
:

Q.
間
の
差.
は
が
な
り
小
と
：な
る
ノ
こ
が
差
过
資
本
赀
の
投
資
に
反
ぽ
す
影 

.

響
が
個
人
と：

A
g

g
rftiy

e

 
ba
o-
lis
と
で
は
か
な
り
異
な
る
が
あ
で
あ 

■?
)
と
考
え
ら
れ
る
|:
°
郞
ち
前
の
場
合
呔
競
爭
教
が
ら
の
影
徽
を
も
考
ぇ
ね 

.

.',
ば.
な
ら.
な
い
が
、
狻
表
の
..
場
合
は_

業
叢
の
變
動
が
出
.て
く
る
だ
け
だ 

:
か
6
で
あ
る
。
又1<
:
:
と
ん.
ば
時
系
列
で
は
同1
.
現
象
を
萊
す
が
，
靜
態
分

. 

:
.
析
で
は
別
個
の
，
も
め
：
と
な
る
ァ
ク

」 IV

イ
ブ
は
更
に
進
ん
で
<
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10
)
式.
を
(1
1
)

—
■:
細
式
に
史
で
伸
じ
て
い..る
が.
5〕

で
は
經
濟
學
的
結
論
ょ
り4.
む
し
ろ
資 

料
の
吟
张
と
：
..st.g

s
s

 .

に
靈
點
が
あ
る
。"尙
第
三
節
で.
は
電
氣
業
へ
の. 

投
資
が
：
と

.

り
^
^
れ
て
：：；
る
が
、
：
も
は
や
蹇
の
紙
商
を
超
過
し

.
た
の
.で
• 

割
愛
す
る
。.
計
量
經
濟
學
特
に
瓦
視
的
動
學
规
論
に
關
心
'

Q

あ
る
人
々
に-,
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必
歡
の
霄
で
尨
る
こ->
を
指
摘
し
て_

を
終
え
だ
い
。
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慕
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象

 

一.''
:
-へ
へ
:

.

S

「

經
濟
現
象
と
は
、
極
め
て現
實
的
な
、
..個
々
の
極
め
て
多
敷
の
瑰
氣

. 

の
複
合
體
で
あ
る
が
故
に
、
.
K-
寶

識
に
よ
つ
て
のみ
解
明
.し

得
.^
も

の

で
■: 

あ
つ
て
、
何
馨
學
な
ど
と
直
接
め
關
係
を
も
つ
も
の

.で
ユ
な
い

」
「

哲

「
. 

摩

^
反
濟
考
察
な
ど
と
い
ぅ
も
の
が
#-
在
す
る
餘
地
は.
.ー
體
何
處
に
あ
奋，
. 

:の
ヵ」

之
筹
は
、
：多
-<
の
實
際
家
達
に
ょ
；っ
で
、
.
常
に
投
げ
掛

ホ
ら

れ

る
. 

凝
問
で
あ
ろ
ぅ0
他
方
、.霞

と

は

、
パ

_
明
の
_原
理と
さ

れ

.

て
：
い

る

.

出
發
: 

根
本
的
.に
反
省
1
.-
7:味
す
る
.態
度
で
.あ
る
と
定
義
し.て
、

タ
經
濟の
® 

芽

'と
い

ぅ

も

の

の

可

，能

性

を

.辨

餸

し

よ

ぅ,>
す

る

览

解

が

存

在

す

る

0
.
.
’

.伪
も
;'
'
反
論
は
更
に
起
る6 
_ 

i

濟
の
原
理
的
認_

へ
办
努
カ
が
、
—

,.

ハ
の
藤
で
は
有̂

得
な
い
の
か
。

」

と
■。.
例
え
ば
，
經
濟
學
が
、
' 經
濟

現

象

り
 

:を
、
金

社

會

缓

の.
中
か
ら
極
度
に
抽
象
ず
名
結
果'ー
此
め
曼
饋
と、，'>

.、
こ
經
濟:w
.學
.

の
：.

根
本
間
題.：.：」

'

.

;

■

:

■

.■
ノ 

-
:
.
、
.;
.
.:;
;
:
//'
'
ん
：

現
實
と
の
相
異
土
い
う®

が
、
今
述
べ
た
原
理
的
反
省
の
.意
_

か

ら

取

上
：げ
ら
れ
る
.可
能
性
が
存
在
す
る

し
、
事
實
浮
在
も
七
た
の
で
.知
る
が
、

v

;)
t
bの
..方
法
的
原
測
そ
の
も

g

は
、
む
し
ろ
.經
驗
斜
舉
自
身
の
産
ん
だ
原
則

ご

^
运
う
ぺ
き
で
あ
つ
ヤ
フ
散
え
て
、
哲
學
問
題
'>
言
わ
な
く
て
も
ょ
-い
琪 

-

で
は
な
い
か
。
 

…

：
;

.:.

'
:又
更
.に
、
钮
學
を
、
.例
別
科
學
{-
:
:ょ
る
知
識
.を
、線
合
し
、
秩
序
づ
け
、

.以
て
社
會
全
體
の
本
質
を
認
識
す
る
爲
の
學
と
觅

做
す
見
解
が.一
部
に存 

.在
す
る
が
、
之
は
@

と
す
る
.に
足
‘ら
ぬ
考
で
あ
る
。
歷
史
は
、
こ
の^

.

众
夕
普
遍
的
私
學
と
し
.
.ての
.救
學
ガ
と
い
う
如
き
も
の
が
、
思
辨
的
獨
斷 

ゾ
の
產
物
と
なo

終
る
*
を
馨
齿
的
に
示
し
て
來
た
？

■
斯
く
觅
て
來
る
と
、
經
濟
留
敷
の
對
廣
な
ど
と
言
う
も
-の
は
、

や
は
り. 

頭
#
に
1ボ
唆
七
.た
ょ
う
.に
、.
有
り
も
し
な
い
も
の
の
ょ
ゲ
に
思
わ
れ
て
來 

^0
.^
ど
ろ
が
此
處
に
倚
、̂
う
ー
つ
の.可
能
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
 

、そ
れ
は
、
先
に̂
へ
た
、.：
人
爲
的
抽
象
か
へ
ら
生
.ず
る
非
現
實
性
と
い
う
事 

.
一：の
他
に
、
存
在
之
し
て
軋
身
が
特
つ
て
い

^.
1:
つ
ゆ
客
觀
的
非
現
實
性
と 

い
う
も
の
が
認
め
ら
れ.
る
と
い
う
點
か
.ら
來
る
も
の
で
あ
る
0
*國
K
.經
濟 

の
本
質
'
.
•
企
業
の
本
質
を
問
う
時
、
人
は
、

纪
極
的
に
、
之

等

，の
現
象

.に
、 

.

.
意

味
.-
^
.意
義
を
支
え'て
い
る
ょ
う
な
、

ブ
つ
の
存
祖
に
到
達
せ
ざ
る
を
得 

な
5
の
で
あ
る-
.例
克
ば
、
言

語

之

い

う

も

の

を

硏

究

基

場

合

ヒ

、
言 

語
生
理
學
，や
、1目
語
心
理
學
、.言

語

社
,#
普
其
の
他
，々

の
個
別
科M學 

.が
、i
a
iと
^
う
對
象
に
迫
る
だ
ろ
う。.

#
言
語
の
本
質
、
そ
も
そ
.：

■も
：：

ク
言
靡1

般
<

は̂
何
か
^
目
う
根
本
問
題
は
、
飽
く
迄
殘
つ
^

ハ
る 

の
で
あ
る
。

：

ダ
一
般
ガfit

b
e
r
h
a
u
p
t
l

と
い
5
の
は
、allger

s.F
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:
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